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感染症予防ハーブ伝承知アーカイブプロジェクト



背景 八重山の戦争マラリア

マラリアが蔓延していた八重山諸島

八重山のマラリア史 (arcgis.com)

https://scgismaps.maps.arcgis.com/apps/MapSeries/index.html?appid=79e8be8002094269bb4de0d09c1374ba


背景

キナの木 ヨモギ

植物を用いた感染症予防対策

マラリア原虫に作用 マラリアを媒介する蚊よけ

住民の知恵



例えば、
フーチバー（ヨモギ）

ヤマクニブ（モロコシソウ）

サクナ・長命草（ボタンボウフウ）

サンニン（ゲットウ）
感染症予防ハーブ伝承知アーカイブプロジェクト
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私達が考える3つの地域課題（沖縄県）

ホームページの制作（アーカイブ化）

●農業への関心の低下●身近な感染症

●伝承知を知る機会の減少



活動内容

●昔からの知恵の継承

ホームページの制作（アーカイブ化） ホームページ ワークショップ

●感染症に対するレジリエンスの向上

●農業への関心の向上



活動の流れ

育てる
使う

作る
調べる 広める



Step1:育てる

◍様々なハーブの栽培 （琉球大学農学部圃場）

ヨモギ ゲットウ 長命草モロコシソウ

合計 約20種類



ハーブ栽培の様子

モロコシソウ



Step2:使う・作る

◍マスク用消毒スプレー作り体験
（指導：糸満市岸本ファーム様）

ハーブで飾り付け

◍ハーブ石鹸作り体験

溶かした石鹸

精油で香りづけ
チンキで色付け

完成収穫したハーブを押し花に



ミントマリーゴールド

ローゼル

バタフライピー

材料

・ゲットウ
・ヨモギ
・カラキ

精油

チンキ



Step3,4：調べる・広める

◍ワークショップの開催（12／22 農学部別棟 多目的室１）

ハーブとハーブカードの展示



完成！！！！

ワークショップの様子



ハーブの
お茶やお菓子

ワークショップの様子



ワークショップ開催後のアンケート

0 2 4 6 8 10 12

その他

参加前より興味がなくなった

参加前と変わらなかった

他の感染症対策も行ってみたい

今回作成したハーブグッズを継続的に使ってみたい

感染症予防に関する知識が増えた

参加前より興味が湧いた参加前より興味が湧いた

その他

参加前と変わらなかった

参加前より興味がなくなった

今回作成したハーブグッズを継続的
に使ってみたい

感染症予防に関する知識が増えた

ワークショップ参加後の感染症予防に
対する意識について当てはまるものを
選んでください。(複数回答可)

他の感染症対策も行ってみたい



物づくりを通して、ハーブや感染症予防対策の知識
を学べるのは、とても楽しく、他の人にも勧めたい
と思いました。クッキーおいしかったです。

植物の見た目、香り、効能などいろいろなことが
知れた。実際に自分で作って参加した石鹸づくり
など思い出に、記憶に残るワークショップだった。

ワークショップ参加者の声

昔から薬のように使われていた沖縄のハーブがこん
なにもたくさんあったという事を知り驚いた。



◍ホームページ制作（アーカイブ化）

現時点
ハーブ ９種類

・基本情報（科、属、種）
・特徴、効能
・利用方法
・伝承知

表や手書きのイラストを用いてわかりやすく工夫

リンク

・ハーブ栽培圃場で写真撮影
・文献の収集

Step3,4 : 調べる・広める

https://sites.google.com/view/
u-ryukyu-herb-archive-project/

https://sites.google.com/view/


まとめ

感染症予防ハーブ伝承知アーカイブプロジェクト

●感染症に対するレジリエンス向上 ●農業従事者の高齢化、担い手不足

・ハーブ栽培
・ハーブグッズ作成

・沖縄のハーブ
伝承知を記録し
伝える

ワークショップ開催 ホームページ制作

地域課題について考えるきっかけ作りができた


